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１．研究目的 
このプロジェクトは、設計に代表される人間
の行為であるシンセシスを科学的に解明・理解
し、それを説明するモデルの構築を目指す研究
を行うものであった。 

 
２．主要な成果 
主たる成果としては、シンセシスとアナリシ
スの思考過程モデル、マルティプル・モデルベ
ース推論、機能モデリングとシンセシス言語に
よる定式化、シンセシスのプロセスに関する知
識操作レベルモデル（これ自体はさらに論理操
作とモデリング操作に分解される）、シンセシス
のコアであるアブダクションの戦略の一つとし
ての semantics constrained abduction と model- 
based abduction、シンセシスのモデル検証のため
のレファレンス・モデル、それを用いた知識操
作レベルモデルの検証、検証のためのテストベ
ッド開発とテストベッドによる検証、また既存
の設計学・設計理論との比較検討などに関する
知見がある。 
 

３．研究成果の持つ社会的インパクト 
本プロジェクトはシンセシスのモデルを構築
するいわば科学的色彩の強い研究である。した
がって工学的な実用的価値を直接的に目指した
成果は、プロジェクトの副産物であるシンセシ
スのモデルの検証を行うテストベッドが中心と
なる。このテストベッドは KIEF (Knowledge 
Intensive Engineering Framework)と呼ぶ設計対象
物のモデル管理を行うシステムと、DDMS 
(Design Document Management System)と呼ぶ設
計過程の管理を行う設計知識管理システムから
なり、設計作業を高度に支援する CADシステム
である。図１はこのシステムのアーキテクチャ
であるが、設計知識の獲得、共有、再利用化を
可能にしているところに大きな特徴がある。 
（１）KIEF 設計においては、設計対象物に関
する複数のモデル（例えば幾何モデル、機能モ
デル、有限要素モデルなど）を構築し、これら
を有機的に利用して設計を進める必要がある。
KIEFは既存のさまざまなモデリングシステムを
結合することによる複数のモデル間のデータ整
合性管理、モデル構築支援機能、モデルを利用
した解析支援機能などを有している。また、こ
れらの機能を実現するための工学的な概念に関
する知識ベースを備えている。 

（２）DDMS これは、設計文書を作成するこ
と自体が設計の過程であるというコンセプトに
基づいて、設計過程そのものを記録しながら、
作成されたモデルや引用した情報をすべて記録
していくことで設計過程管理を行う機能をもつ。
KIEFへのインターフェースとして機能するため、
ユーザーは DDMS から KIEF を介して各種のモ
デリングシステムへアクセスすることが出来る。
作成した設計文書は HTML文書になり、知識共
有、再利用が容易である。 

 

 
図１．テストベッドのアーキテクチャ 

 
図２から図６は、このシステムを利用した設
計の例である。各種モデリングシステムによる
対象モデルの構築とそのデータの管理、設計過
程の管理、設計者の知的支援などが統一的に実
現されている。 

 
 

 
図２．設計仕様入力 

 



 
図３．機能モデリングシステムを利用した機能設計 

 
 

 
図４．幾何モデラ（ProEngineer）を利用した形状設計 

 

 
図５．カタログ選定システム 

 
図６．解析システムの利用 
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